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３ 要  旨 

「在来種」、「みやままさり」を利用した生芋こんにゃく（製品）の周年加工販売に向けて、原料となる生芋を
周年供給するため、生芋の入手しにくい７～９月において、冷蔵・冷凍・冷暗保存及び早期掘取による供給
方法を比較検討した。 
（１）冷凍保存した生芋の重量、外観、精粉重割合は、利用時期が遅くなっても、両品種ともに大きな変化が
無かった。また、早期掘取した「みやままさり」の生芋の重量は、９月上旬に300ｇを超えた。 
（２）冷凍保存した生芋の精粉粒子組成は、利用時期が遅くなると、両品種ともに180～300μmの粒子割合
が低下して300μm以上の粒子割合が高まり精粉粘度が低下した。 
（３）冷凍保存した生芋による製品の圧縮荷重（硬さ）は、両品種ともに、７月上旬と比べ８月上旬以降に低
下したが、他の供給方法と比べて何れの時期においても高かった。また、「みやままさり」において早期掘
取した生芋による製品の圧縮荷重は、８月上旬以降の時期に冷凍保存と同様に高かった。 
（４）以上より、冷凍保存は生芋の重量、外観、精粉重割合の大きな変化がないため製品の圧縮荷重が高
く、７～９月に生芋こんにゃくの原料となる生芋を供給する方法として適しており、また、「みやままさり」の９
月上旬の早期掘取は冷凍保存同様に圧縮荷重が高く、かつ、生芋重が300ｇを超えるため、適していると考
えられた。 なお、冷凍保存は８月上旬以降に精粉粒子組成比の変化により製品の圧縮荷重が低くなるた
め製品加工時に留意が必要であると考えられた。
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